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安全にお使い頂くために 

－ご注意－ 

◼ 本機の故障、誤動作、不具合あるいは天災や停電等の外的要因によって、通信の機会を逸したため

に生じた損害等の純粋経済損失、及び誤った設定を行ったために生じた損害賠償につきまして、当

社は一切その責任を負いません。 

◼ 通信内容の漏洩や改ざん等による精神的損害・純粋経済損失につきまして、当社は一切その責任を

負いません。 

◼ 本機は日本国内向け技術基準適合証明のみ取得しておりますので、海外では利用できません。 

 

－お取り扱い上のご注意－ 

安全に正しくお使い頂き、お客様や財産への損害を防ぐために、以下のマークの記されている項目を

必ずお守り下さい。 

 

 

 

 

 

⚫ 極めて高い信頼性を要求されるシステム（幹線通信機器、電算機システム、医療システム等）

では使用しないで下さい 

⚫ 本機の通気孔をふさがないでください。 

⚫ 本機を医療機器や心臓ペースメーカー、植込み型除細動器を装着している人の近くで使用しな

いで下さい。医療機器の誤動作の原因となります。 

⚫ 落雷の恐れがある場合は本機の使用を直ちに中止し、接続されているケーブルを取り外して下

さい。落雷により本機及び本機が接続されている機器の故障、発煙、発火の可能性があります。

なお、落雷等の天災による故障の場合、保障期間内であっても有償修理となりますので、あら

かじめご了承下さい。 

⚫ 本機から煙が出たり異臭が発生した場合等、異常状態のまま使用すると、火災、感電の原因と

なります。その際は電源を切り、煙が出なくなる、もしくは異臭が消えることを確認した後、

当社へご連絡下さい。 

⚫ 濡れた手で本機の操作や接続作業を行わないで下さい。火災、感電、故障の原因となります。 

⚫ 本機を分解・改造しないで下さい。火災、感電、故障の原因となります。また、故障した場合、

保証期間内であっても保証を受けられなくなります。 

⚫ 本機の近くに花瓶や植木鉢、コップ、化粧品、薬品等の液体が入った容器、小さな金属等を置

かないで下さい。これらの異物が本製品の内部に混入した場合、火災、感電、故障の原因とな

ります。また、本機の内部に水や金属等の異物が混入した場合、すぐに本製品の電源を OFF に

し、販売元へご連絡下さい。そのまま使用すると火災、感電の原因となります。 

⚫ 本機は屋内用として開発されております。屋外へ設置したり、屋外で使用することはお止め下

さい。雨やほこり等により故障、破損の原因となります。 

⚫ 本機を調理台の近く等、油飛びや湯気のあたるような場所、及びごみやほこりの多い場所に設

置しないで下さい。 

 

⚫ 本機を高温多湿な場所、直射日光の当たる場所、炎天下の車内、熱器具や加湿器等の近くで設

置・保管・放置しないで下さい。 

⚫ 本機の動作中は本機内部及び外側が熱くなることがあります。本機のそばにビニール等、熱に

より熔けやすいものを置かないで下さい。 

⚫ 本機の通気孔をふさいだり、重ねて設置しないで下さい。 

⚫ 本機を温度差の激しいところや、結露するような場所へ設置しないで下さい。故障の原因となり

ます。 

⚫ 本機を長期間ご使用にならないときは、電源を OFF にし、本機に接続されている各種ケーブル

を外して下さい。 

⚫ 本機の RJ45コネクタに異物を挿入しないで下さい。感電、故障の原因となります。 

！警告 取り扱いを誤った場合、人が死亡あるいは重傷を負う可能性が想定される内容を示します。 

！注意 取り扱いを誤った場合、人が傷害を負う可能性が想定される内容、及び物的損害の発生が 

想定される内容を示します。 

！注意 

！警告 
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－電波障害に関する自主規制について－ 

本機はクラス A情報技術装置です。この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあ

ります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

 

－商標について－ 

◼ Microsoft(R) Windows(R) 7 Operating System は米国 Microsoft Corporation の米国、及びその他

の国における商標です。 

◼ その他、記載の会社名、及び製品名は各社の商標または登録商標です。 

 

－その他－ 

◼ 本機の仕様や外観、内部のソフトウェア（ファームウェア）については、改良のため予告無しに変

更することがあります。 

◼ 本書の内容については、将来予告無く変更することがあります。 

◼ 本書の内容については、万全を期して作成しておりますが、万一ご不明な点や誤り･記載もれなどお

気付きの点がありましたらご連絡下さい。 
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本機背面 本機底面 

1 はじめに 

1.1 製品の特長 

本機は IPv4 over IPv6通信に対応した有線 LANブロードバンドルーターです。 

本機は以下のような特長があります。 

 

◼ IPv4 over IPv6 通信に対応 (株式会社朝日ネットが提供する v6コネクトに対応) 

◼ クアッドコア CPU 1.3GHzを搭載したハイスペック仕様 

◼ Power over Ethernetに対応 (IEEE 802.3af/at準拠・WANポート受電対応) 

◼ 有線 LANはギガビットポートを搭載(10/100/1000Mbps・LAN側 4ポート/WAN側 1ポート) 

 

 

1.2 各部の名称と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① リセットスイッチホール 本機の設定を工場出荷値に戻す場合、本機の電源が ON の状態で、細

い棒等で本ボタンを 10 秒以上長押しして下さい。ボタンから離れた後に

初期化が開始します。電源 LED以外の LED が一旦消灯します。 

② L1～L4 有線 LANポートです。 

③ W1 有線WANポートです。 

④ 電源スイッチ 電源の ON/OFFをします。 

⑤ DC IN 電源アダプタを接続する差込口です。 

⑥ ケーブルクランプホール 付属の電源ケーブル用クランプを取り付ける穴です。 

⑦ 壁掛け用ネジ穴 壁掛け用のネジ穴です。ネジはお客様準備になります。 

 

 

 

⑦  

①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  
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本機上面 

LED表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LED 機能 状態 内容 

 電源 消灯 本機に電力が供給されていない 

  点灯 本機に電力が供給されている 

W1 WANポート 消灯 WANポートのリンクが確立していない 

  点灯 WANポートのリンクが確立している 

  点滅 WANポートで通信中 

OP 予備 LED 消灯 未使用の LEDのため、常に消灯状態 

L1～L4 LANポート 消灯 LANポートのリンクが確立していない 

  点灯 LANポートのリンクが確立している 

  点滅 LANポートで通信中 

S1 ステータス 1 消灯 WANポートで IPv4アドレスを取得していない 

  点灯 WANポートで IPv4アドレスを取得している 

S2 ステータス 2 消灯 WANポートで IPv6アドレスを取得していない 

  点灯 WANポートで IPv6アドレスを取得している 

S3 予備 LED 消灯 未使用の LEDのため、常に消灯状態 
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2 Web設定について 

2.1 Web GUIへのアクセス方法 

① 本機背面の LANポート（L1～L4）と PCを LANケーブル（RJ-45）で接続して下さい。 

② 設定する PCの IPアドレスは下記のように自動取得として下さい。 

  
 

③ PCでブラウザを起動し、アドレス入力欄に「http://192.168.150.1/」を入力して下さい。 

 
 

④ 下記のようにユーザー名とパスワードの入力画面が表示されます。 

ユーザー名とパスワードを半角英数字で入力して［OK]ボタンをクリックして下さい。  
 

 

 

 

 

 

 
 

⑤ 本機の設定画面（トップ画面／状態表示画面）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【初期値】 

ユーザー名：admin 

パスワード ：admin 
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  GUIにアクセス出来ない場合の確認事項 

下記を確認して下さい。 

⚫ PC と本機背面の LANポートが、RJ-45ケーブルで正しく接続されているか確認して下さい。 

⚫ PC と接続している LANポートの LED（L1～L4）が点灯していることを確認して下さい。 

⚫ PC が本機からの DHCP アドレス「192.168.150.30～192.168.150.209 の範囲（初期値）」で取得

できているか確認して下さい。 

 

2.2 各設定ボタン動作について 

  設定時に利用するボタンの動作について説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタン名称 内容 

〔キャンセル〕 入力・変更した値を変更前の値に戻します。 

〔設定保存〕 入力・変更した値を保存します。 

実動作へ反映する為には、[適用]または[再起動]を行う必要があります。 

〔適用〕 入力・変更した値を保存した上で、再起動を実施します。 

設定変更値は再起動完了後より、実動作へ反映します。 

〔設定変更〕 設定内容を保存し、即時に実動作へ反映します。 
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3 状態表示 

本機の動作状態を表示します。 

左のメニューリストから「状態表示」を選択します。 

 

◼ システム情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

システム起動時間 本機が起動してからの経過時間を表示します。 

ファームウェアバージョン ファームウェアバージョンを表示します。 

ビルド時刻 ファームウェアの作成時刻を表示します。 

CPU ロードアベレージ 過去１分/5分/15分間の CPU負荷と I/O使用率の指標を表示します。 

プロセス数 現在、実行されているプロセス数とプロセス総数を表示します。 

メモリ使用率 総メモリ容量（Total）、使用中メモリ容量（Used）、空きメモリ容量（Free）を表示します。 

NAPTセッション数 現在、使用されている NAPTセッション数（IPアドレス変換処理数）を表示します。 
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◼ LANポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

所属インタフェース 各グループに所属している LAN インタフェースを表示します。 

VLAN ID VLAN ID を表示します。 

LAN IPアドレス LAN側の IPアドレスを表示します。 

サブネットマスク LAN側のサブネットマスクを表示します。 

DHCPサーバー DHCPサーバーの有効／無効を表示します。 

MACアドレス LAN側ポートの MACアドレスを表示します。 

  

◼ WANポート（IPv4）  

・ DHCP クライアントモード時の表示です 

 

 

 

 

 

 

 

・ IPアドレス固定モード時の表示です 

 

 

 

 

 

 

 

・ PPPoE クライアントモード時の表示です 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

接続モード WAN側の IPv4接続モードを表示します。 

IPv4アドレス WAN側の IPv4アドレスを表示します。 

サブネットマスク WAN側のサブネットマスクを表示します。 

IPv4デフォルトゲートウェイ WAN側のデフォルトゲートウェイを表示します。 

MACアドレス WAN側ポートの MACアドレスを表示します。 
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◼ WANポート（IPv6） v6 コネクトモード時の表示です 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

接続モード WAN側の IPv6接続モードを表示します。 

IPv6アドレス-IPoE WAN側の IPoEで接続している IPv6アドレスを表示します。 

IPv6アドレス-v6 コネクト WAN側の v6 コネクトで接続している IPv6アドレスを表示します。 

IPv6デフォルトゲートウェイ WAN側の IPv6デフォルトゲートウェイを表示します。 

MACアドレス WAN側ポートの MACアドレスを表示します。 
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4 ネットワーク設定 

 本機のネットワーク設定を行います。 

 

4.1 LAN 設定 

本機の LAN設定を行います。 

左のメニューリストから「ネットワーク設定」→「LAN設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

IPアドレス 本機の LAN側の IPアドレスを設定します。 

サブネットマスク 本機の LAN側のサブネットマスクを設定します。 

◼ DHCPサーバー設定 

DHCPサーバー 本機の DHCPサーバーの動作（無効/有効）を選択します。 

付与 IPアドレス範囲 前項において「サーバー」が選択された場合に、DHCP サーバーが付与する IP

アドレスの範囲（開始 IPアドレスと終了 IPアドレス）を設定します。 

クライアント表示 DHCPサーバーから IPアドレスを取得しているクライアントの情報を表示します。 

固定 IPアドレス付与設定 DHCPサーバー 固定 IPアドレス付与設定画面を表示します。 

リース期限 付与する IPアドレスのリース期限を設定します。 

ホスト名 付与するホスト名を設定します。 
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  DHCPサーバーのクライアント表示 

 DHCPサーバーから IPアドレスを取得しているクライアントの情報を表示します。 

前項画面の「LAN設定」内の〔クライアント表示〕ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

ホスト名 クライアントに設定されているホスト名を表示します。 

MACアドレス クライアントの MACアドレスを表示します。 

IPアドレス クライアントが DHCPサーバーから取得した IPアドレスを表示します。 

リース期間残 DHCP リース期間の残り時間を表示します。 

クライアント OS クライアントの OSが表示されます。※1 

 

 

  

※1：クライアント側の仕様により OSが表示されない場合があります 
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  固定 IPアドレス付与設定 

クライアントの MACアドレス情報によって、常に同じ IPアドレス（固定 IPアドレス）を付与するための設定を行い

ます。 

前項画面の「LAN設定」内の〔固定 IPアドレス付与設定〕ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

DHCPサーバー固定 IPアドレス 

付与を有効にする 
固定 IPアドレス付与を有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

IPアドレス 付与する IPアドレスを設定します。 

MACアドレス 固定 IPアドレスを付与する対象 MACアドレスを設定します。 

コメント 登録する MACアドレスに関する情報を設定します。（任意） 

 

【設定】 

IPアドレス、MACアドレス、コメント入力後、〔リストへ登録〕ボタンをクリックすると、リストへ登録されます。 
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4.2 WAN 設定 

本製品のWANポート側に接続する回線・ネットワークを設定します。 

左のメニューリストから「ネットワーク設定」→「WAN設定」を選択します。 

⚫ IPv4 WAN設定 （DHCP クライアントモード時の表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ IPv6 WAN設定 （v6 コネクトモード時の表示） 
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  IPv4設定 WAN接続モード DHCP クライアント 

「WAN接続モード」で「DHCP クライアント」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

WAN接続モード 「DHCP クライアント」を選択します。 

ホスト名 プロバイダとの契約資料や、既存 LAN の環境において、ホスト名の設

定が必要な場合にのみ設定します。 

MTU Size MTU を設定します。通常、変更する必要はありません。値を変更する

場合はプロバイダへ確認して頂くか、既存の LAN 環境に合わせて設

定して下さい。 

DNS自動取得／DNS固定設定 プロバイダとの契約資料や、既存LANの環境に合わせて設定します。 

「DNS 固定設定」を選択した場合は、「プライマリーDNS」「セカンダリー

DNS」を設定します。 

UPnPを有効にする UPnPを有効にする場合にチェックを入れます。 

IGMP Proxyを有効にする IGMP Proxyを有効にする場合にチェックを入れます。 

WAN側からの Pingに応答を返す WAN（インターネット）側からの Ping に応答を返す場合にチェックを入

れます。※1 

WAN 側から設定画面へのログオン

を許可する 

WAN 側から設定画面へのログオンを許可する場合にチェックを入れ

ます。※1 

L2TPパススルーを有効にする L2TPパススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

IPsecパススルーを有効にする IPsecパススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

PPTPパススルーを有効にする PPTPパススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 
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※1：これらの設定は、本画面ではチェックなし（無効）となっていますが、ルーター宛フィルタリング設定にて、特定ＩＰ 

アドレスのみ許可することができます。 

※2：VPNパススルーを有効にしても、ルーター通過フィルタリング設定において関連する通信（IPSecパススルー 

UDP500 番、PPTPパススルーTCP1723番、L2TPパススルー UDP1701番）を遮断するエントリを登録した 

場合、VPNパススルーは機能しません。（ルーター通過フィルタリング設定が優先されます。） 
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  IPv4設定 WAN接続モード PPPoE クライアント 

「WAN接続モード」で「PPPoE クライアント」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

WAN接続モード 「PPPoE クライアント」を選択します。 

ユーザー名 
プロバイダとの契約資料を参照して設定します。 

パスワード 

MTU Size MTU を設定します。通常、変更する必要はありません。値を変更する

場合はプロバイダへ確認して頂くか、既存の LAN 環境に合わせて設

定して下さい。 

DNS自動取得／DNS固定設定 プロバイダとの契約資料や、既存LANの環境に合わせて設定します。 

「DNS 固定設定」を選択した場合は、「プライマリーDNS」「セカンダリー

DNS」を設定します。 

UPnPを有効にする UPnPを有効にする場合にチェックを入れます。 

IGMP Proxyを有効にする IGMP Proxyを有効にする場合にチェックを入れます。 

WAN側からの Pingに応答を返す WAN（インターネット）側からの Ping に応答を返す場合にチェックを入

れます。※1 

WAN 側から設定画面へのログオン

を許可する 

WAN 側から設定画面へのログオンを許可する場合にチェックを入れ

ます。※1 

L2TPパススルーを有効にする L2TPパススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

IPsecパススルーを有効にする IPsecパススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

PPTPパススルーを有効にする PPTPパススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 
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※1：これらの設定は、本画面ではチェックなし（無効）となっていますが、ルーター宛フィルタリング設定にて、特定ＩＰ 

アドレスのみ許可することができます。 

※2：VPNパススルーを有効にしても、ルーター通過フィルタリング設定において関連する通信（IPSecパススルー 

UDP500 番、PPTPパススルーTCP1723番、L2TPパススルー UDP1701番）を遮断するエントリを登録した 

場合、VPNパススルーは機能しません。（ルーター通過フィルタリング設定が優先されます。） 
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 IPv4設定 WAN接続モード IPアドレス固定 

「WAN接続モード」で「IPアドレス固定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

WAN接続モード 「IPアドレス固定」を選択します。 

IPアドレス 

プロバイダとの契約資料や、既存LANの環境に合わせて設定します。 サブネットマスク 

デフォルトゲートウェイ 

MTU Size MTU を設定します。通常、変更する必要はありません。値を変更する

場合はプロバイダへ確認して頂くか、既存の LAN 環境に合わせて設

定して下さい。 

DNS自動取得／DNS固定設定 プロバイダとの契約資料や、既存LANの環境に合わせて設定します。 

「DNS 固定設定」を選択した場合は、「プライマリーDNS」「セカンダリー

DNS」を設定します。 

UPnPを有効にする UPnPを有効にする場合にチェックを入れます。 

IGMP Proxyを有効にする IGMP Proxyを有効にする場合にチェックを入れます。 

WAN側からの Pingに応答を返す WAN（インターネット）側からの Ping に応答を返す場合にチェックを入

れます。※1 

WAN 側から設定画面へのログオン

を許可する 

WAN 側から設定画面へのログオンを許可する場合にチェックを入れ

ます。※1 

L2TPパススルーを有効にする L2TPパススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

IPsecパススルーを有効にする IPsecパススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 

PPTPパススルーを有効にする PPTPパススルーを有効にする場合にチェックを入れます。※2 
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※1：これらの設定は、本画面ではチェックなし（無効）となっていますが、ルーター宛フィルタリング設定にて、特定ＩＰ 

アドレスのみ許可することができます。 

※2：VPNパススルーを有効にしても、ルーター通過フィルタリング設定において関連する通信（IPSecパススルー 

UDP500 番、PPTPパススルーTCP1723番、L2TPパススルー UDP1701番）を遮断するエントリを登録した 

場合、VPNパススルーは機能しません。（ルーター通過フィルタリング設定が優先されます。） 
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 IPv6設定 WAN接続モード v6 コネクト 

「WAN接続モード」で「v6 コネクト」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

WAN接続モード 「v6 コネクト」を選択します。※1 

トンネル ID  

 

ｖ6 コネクトサービス提供プロバイダとの契約資料を参照して

設定します。 

センタ側のエンドポイントの IPv6アドレス 

クライアント側エンドポイントの IPv6 アドレス・

インタフェース ID 

クライアント側のグローバル IPv4アドレス 

アドレス変換通知に使用する通知キー 

アドレス変換通知に使用する通知パスワード 

 

 

 

 IPv6設定 WAN接続モード 無効 

「WAN接続モード」で「無効」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

WAN接続モード 「無効」を選択します。※1 

 

 

 

 

※1：ＩＰv6のＷＡＮモードを利用しない場合は、必ず「無効」を選択して下さい。 

※1：ＩＰv6設定にて v6 コネクトを設定する場合、事前にＩＰv4設定にてＤＨＣＰクライアント（初期値）を設定にし 

ておく必要があります。 
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4.3 VLAN設定 

本機の VLAN設定を行います。 

左のメニューリストから「ネットワーク設定」→「VLAN設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

VLANを有効にする VLANを有効にする場合にチェックを入れて下さい。※1 

ＶＬＡＮ ID・IPグループ設定 

インタフェース 各物理インタフェースを表示しています。 

種類 各物理インタフェースの種類を表示しています。 

Tag 対象インタフェースの Tagを有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

Trunk 対象インタフェースの Trunkを有効にする場合にチェックを入れて下さい。※2 

VLAN ID 対象インタフェースの VLAN ID を設定します。 

VLAN IPグループ 対象インタフェースの VLAN IPグループを設定します。※3 

ＶＬＡＮ IP設定 

グループ VLAN IP設定対象のグループを表示しています。 

VLAN IP 対象グループの VLAN IP を有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

IPアドレス 対象グループの VLAN IPの IPアドレスを表示します。 

サブネットマスク 対象グループの VLAN IPのサブネットマスクを表示します。 

DHCPサーバー 対象グループの DHCPサーバーの有効／無効状態を表示します。 

詳細設定 対象グループの VLAN IPの設定を行う場合に、ボタンをクリックします。 

 

 

※1：VLAN を有効状態から無効へ変更する場合、VLANの設定値は初期値に戻りますので注意して下さい。 

※2：Trunk を設定したインタフェースは、全ての VLAN ID との通信が許可されたインタフェースとして動作します。 

Trunk を設定できるインタフェースは 1つのみです。 

※3：VLAN IP グループ 0は、IPv4,IPv6通信の両方に対応しますが、グループ 1～3は IPv4通信のみとなります。 
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  VLAN IP 詳細設定 

各 VLAN IPグループに対する IPアドレス等の設定を行います。 

VLAN IPグループは、グループ 0～3 まで設定できます。グループ 0の VLAN IP は常に有効で IPアドレス等

の情報は LAN設定の値を利用します。 

前項画面の「VLAN設定」で VLANを有効にするにチェックを入れた後、グループ 1の VLAN IPにチェック 

を入れ 〔IP設定〕のボタンをクリックします。 

 

 

項目 内容 

グループ 1 IPアドレス グループ 1 の IPアドレスを設定します。 

グループ 1サブネットマスク グループ 1のサブネットマスクを設定します。 

グループ 1 DHCPサーバー設定 

DHCPサーバー グループ 1の DHCPサーバーの動作（無効/有効）を選択します。 

付与 IPアドレス範囲 前項において「サーバー」が選択された場合に、DHCP サーバーが付与

する IPアドレスの範囲（開始 IPアドレスと終了 IPアドレス）を設定します。 

クライアント表示 DHCPサーバーから IPアドレスを取得しているクライアントの情報を表示し

ます。 

固定 IPアドレス付与設定 DHCPサーバー 固定 IPアドレス付与設定画面を表示します。 

リース期限 付与する IPアドレスのリース期限を設定します。 

ホスト名 付与するホスト名を設定します。 
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4.4  有線 LAN ポート設定 

本機の有線 LANポートの設定を行います。 

左のメニューリストから「ネットワーク設定」→「有線 LANポート設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

有線 LANポート LAN1～4、WANポートを表示しています。 

電源 各ポートの電源「ON」「OFF」を選択します。※1 

リンク 各ポートのリンク状態を表示します。 

速度 各ポートの通信レートを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：「OFF」設定のポートは通信を行うことができません。LANケーブルを接続しても該当ポートの LED は消灯になります。 

WANポートは「OFF」設定にすることはできません。 
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4.5 IPv4 ファイアウォール設定 

本機の IPv4 ファイアウォール設定を行います。 

 

 MAC フィルタリング設定 

LAN側に接続する特定の端末について MACアドレスをもとにWAN側への接続を禁止する設定を行います。 

左のメニューリストから「ネットワーク設定」→「IPv4 ファイアウォール設定」→「MAC フィルタリング設定」を選択しま

す。 

 

項目 内容 

MACアドレスフィルタリングを有効にする MAC フィルタリングを有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

MACアドレス 通信を禁止する MACアドレスを設定します。 

コメント 登録する MACアドレスに関する情報を設定します。（任意） 

〔キャンセル〕ボタン 入力した値をクリア（空欄）にします。 

〔リストへ登録・設定保存〕ボタン リストへ登録し、設定を保存します。※1 

〔リストへ登録・適用〕ボタン リストへ登録し、設定を適用します。※2 

MAC フィルタリング登録リスト 

〔選択したエントリを削除〕ボタン チェックを入れたエントリを削除します。 

〔全て削除〕ボタン 全てのエントリを削除します。 

 

 

 

 

 

 

※1：設定内容を動作へ反映するためには、本機の再起動を行う必要があります。 

※2：ボタンをクリックした直後より、動作反映のための再起動が実施されます。 
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 URL フィルタリング設定 

登録した URL、またはキーワードを含む HTTPサイトへの接続を禁止する設定を行います。 

左のメニューリストから「ネットワーク設定」→「IPv4 ファイアウォール設定」→「URL フィルタリング設定」を選択しま

す。 

   

項目 内容 

URL フィルタリングを有効にする URL フィルタリングを有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

URL・キーワード 拒否するキーワードを設定します。※1 

〔キャンセル〕ボタン 入力した値をクリア（空欄）にします。 

〔リストへ登録・設定保存〕ボタン リストへ登録し、設定を保存します。※2 

〔リストへ登録・適用〕ボタン リストへ登録し、設定を適用します。※3 

URL フィルタリング登録リスト 

〔選択したエントリを削除〕ボタン チェックを入れたエントリを削除します。 

〔全て削除〕ボタン 全てのエントリを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：本フィルタリングは、HTTPサイトのみに対応しており、HTTPSサイトには対応していません。 

※2：設定内容を動作へ反映するためには、本機の再起動を行う必要があります。 

※3：ボタンをクリックした直後より、動作反映のための再起動が実施されます。 
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 ルーター宛フィルタリング設定 

本機（ルーター）宛のパケットに対する受信パケットフィルタリングの設定を行います。 

対象の受信インタフェースは下記①～④になります。 

 

■ 対象受信インタフェース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LAN側 WAN・インターネット側 

① LAN （グループ 0～3） ② PPPoE 

③ WAN （DHCP クライアント・IP固定） 

④ v6 コネクト 

LAN側 WAN・インターネット側 

② ③ ④ ① 

注意事項 

フィルタリングリストに登録されていないパケットは、LAN側から本機宛への通信は許可となります。 

インターネット側（WAN を含む）から本機宛への通信は全て破棄となります。 
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左のメニューリストから「ネットワーク設定」→「IPv4 ファイアウォール設定」→「ルーター宛フィルタリング設定」を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

処理 「破棄」か「許可」を選択します。 

プロトコル 「TCP+UDP」「TCP」「UDP」「ICMP」「GRE」「ESP」「AH」から選択します。 

受信（入力）インタフェース 「LAN：グループ 0～3」「PPPoE」「WAN」「v6 コネクト」から選択します。 

送信元 IPアドレス 送信元 IPアドレスを設定します。※1 

送信先ポート範囲 送信先ポート番号を設定します。※2 

コメント 登録するエントリに関する情報を設定します。（任意） 

〔キャンセル〕ボタン 入力した値をクリア（空欄）にします。 

〔リストへ登録・設定保存〕ボタン リストへ登録し、設定を保存します。※3 

〔リストへ登録・適用〕ボタン リストへ登録し、設定を適用します。※4 

ルーター宛フィルタリング登録リスト 

操作 〔↓〕〔↑〕ボタン 矢印の方向にエントリ順序を移動します。 

〔削除〕ボタン 対象エントリを削除します。 

〔全て削除〕ボタン 全てのエントリを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：マスク値と組み合わせることにより、範囲指定が可能です。（例. 192.168.150.0/24） 

※2：範囲設定する場合「：」で区切ります。（例. 20:21） 

※3：設定内容を動作へ反映するためには、本機の再起動を行う必要があります。 

※4：ボタンをクリックした直後より、動作反映のための再起動が実施されます。 
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 ルーター通過フィルタリング設定 

本機（ルーター）を通過するパケットに対するフィルタリングを行います。 

対象となる受信・送信インタフェースは下記①～④になります。 

また、インタフェースに対するパケット通過の方向例を A～Cで示します。 

 

 

■ 対象受信・送信インタフェース 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 対象パケット通信方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LAN側 WAN・インターネット側 

① LAN （グループ 0～3） ② PPPoE 

③ WAN （DHCP クライアント・IP固定） 

④ v6 コネクト 

⑤ ALL （全てのインタフェースが対象） 

パケットの方向 受信（入力）インタフェース 送信（出力）インタフェース 

Ａ方向 LAN （グループ 0～3） PPPoE・WAN・v6 コネクト・ALL 

Ｂ方向 LAN （グループ 0～3） LAN （グループ 0～3） 

Ｃ方向 PPPoE・WAN・v6 コネクト・ALL LAN （グループ 0～3） 

LAN側 

サーバー 

② ③ ④ ⑤ ① 

Ａ方向 

Ｂ方向 

WAN・インターネット側 

Ｃ方向 

サーバー 
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左のメニューリストから「ネットワーク設定」→「IPv4 ファイアウォール設定」→「ルーター通過フィルタリング設定」を選

択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

処理 「破棄」か「許可」を選択します。 

プロトコル 「TCP+UDP」「TCP」「UDP」「ICMP」「GRE」「ESP」「AH」から選択します。 

受信（入力）インタフェース 「ALL（すべてのインタフェース）」「LAN：グループ 0～3」「PPPoE」「WAN」

「v6 コネクト」から選択します。 

送信（出力）インタフェース 「ALL（すべてのインタフェース）」「LAN：グループ 0～3」「PPPoE」「WAN」

「v6 コネクト」から選択します。 

送信元 IPアドレス 送信元 IPアドレスを設定します。※1 

送信元ポート範囲 送信元ポート番号を設定します。※2 

送信先 IPアドレス 送信先 IPアドレスを設定します。※1 

送信先ポート範囲 送信先ポート番号を設定します。※2 

コメント 登録するエントリに関する情報を設定します。（任意） 

〔キャンセル〕ボタン 入力した値をクリア（空欄）にします。 

〔リストへ登録・設定保存〕ボタン リストへ登録し、設定を保存します。※3 

〔リストへ登録・適用〕ボタン リストへ登録し、設定を適用します。※4 

ルーター通過フィルタリング登録リスト 

操作 〔↓〕〔↑〕ボタン 矢印の方向にエントリ順序を移動します。 

〔削除〕ボタン 対象エントリを削除します。 

〔全て削除〕ボタン 全てのエントリを削除します。 

 

 
※1：マスク値と組み合わせることにより、範囲指定が可能です。（例. 192.168.150.0/24） 

※2：範囲設定する場合「：」で区切ります。（例. 20:21） 

※3：設定内容を動作へ反映するためには、本機の再起動を行う必要があります。 

※4：ボタンをクリックした直後より、動作反映のための再起動が実施されます。 
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 ポートマッピング設定 

「ポートマッピング設定」では、WAN（インターネット）側から本機のWAN側 IPアドレス・ポート宛の接続要求を、LAN側

IPアドレス・ポートへ転送するための設定を行います。 

 

 
 

ヘアピンＮＡＴについて 

ヘアピンＮＡＴを有効にした場合、ＬＡＮ側の端末は、同一ネットワーク内に存在するポートマッピング先の機器に対し

て、本機が取得しているＷＡＮ側のＩＰと設定した送信先ポート番号を指定することでアクセスすることができます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

IPアドレス 

192.168.150.2 

サーバー 

転送先 IP アドレス 

192.168.150.2 

転送先ポート番号 

80 

受信（入力）インタフェース 

v6 コネクト（WAN IP） 

送信先ポート番号 

8080 

送信元 IPアドレス 

または制限無し 

WAN・インターネット側 LAN側 

IPアドレス 

192.168.150.2 

WAN・インターネット側 LAN側 

転送先 IP アドレス 
192.168.150.2 

転送先ポート番号 
80 

受信（入力）インタフェース 
v6 コネクト（WAN IP） 

送信先ポート番号 
8080 

サーバー 

http://WAN IP：8080/ 

を指定してサーバーへアクセス 

IPアドレス 

192.168.150.30 
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左のメニューリストから「ネットワーク設定」→「IPv4 ファイアウォール設定」→「ポートマッピング設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

プロトコル 「TCP+UDP」「TCP」「UDP」から選択します。 

受信（入力）インタフェース 「PPPoE」「WAN」「v6 コネクト」「ＡＬＬ」から選択します。 

送信元 IPアドレス ＷＡＮ側からアクセスする送信元 IPアドレスを設定します。※1 

送信先ポート番号 ＷＡＮ側からアクセスする際のポート番号を設定します。※2 

転送先ＩＰアドレス 転送先のＬＡＮ側ＩＰアドレスを設定します。 

転送（変換）先ポート番号 転送先の接続ポート番号を設定します。 

コメント 登録するエントリに関する情報を設定します。（任意） 

ヘアピンＮＡＴを有効にする ヘアピンＮＡＴ機能を有効にする場合にチェックを入れます。 

〔キャンセル〕ボタン 入力した値をクリア（空欄）にします。 

〔リストへ登録・設定保存〕ボタン リストへ登録し、設定を保存します。※3 

〔リストへ登録・適用〕ボタン リストへ登録し、設定を適用します。※4 

ポートマッピング登録リスト 

操作 〔↓〕〔↑〕ボタン 矢印の方向にエントリ順序を移動します。 

〔削除〕ボタン 対象エントリを削除します。 

〔全て削除〕ボタン 全てのエントリを削除します。 

 

 

 

 

※1：マスク値と組み合わせることにより、範囲指定が可能です。（例. 192.168.150.0/24） 

※2：範囲設定する場合「：」で区切ります。（例. 20:21） 

※3：設定内容を動作へ反映するためには、本機の再起動を行う必要があります。 

※4：ボタンをクリックした直後より、動作反映のための再起動が実施されます。 
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5 システム管理 

本機の各種システム管理の設定を行います。 

5.1 パケット送受信量 統計 

各有線ポートのパケット送受信量を表示します。 

左のメニューリストから「システム管理」→「パケット送受信量 統計」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

〔再読み込み〕ボタン 統計情報を更新します。 
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5.2 システムモニタ 

本機のシステム情報を監視します。 

左のメニューリストから「システム管理」→「システムモニタ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

システム監視を有効にする システム監視を有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

〔設定変更〕ボタン システム監視を適用します。適用時の再起動は不要です。 

〔再読み込み〕ボタン 監視情報を更新します。 
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5.3 時刻情報設定 

本機の時刻情報の設定を行います。 

左のメニューリストから「システム管理」→「時刻情報設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

現在の時刻 本機が保持している時刻情報を表示します。 

タイムゾーン 工場出荷値で（GMT+09：00）Japan,Koreaが選択されています。 

（通常、変更する必要はありません。） 

NTPクライアントを有効にする NTPのクライアントを有効にする場合にチェックを入れて下さい。 

NTPサーバー 参照するNTPサーバーを選択するか、NTPサーバーのアドレスを選択します。 
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5.4 DoS検知・防御設定 

本機の時刻情報の設定を行います。 

左のメニューリストから「システム管理」→「Dos検知・防御設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

Port Scan検知・防御設定 Port Scanを検知・防御設定の動作（無効/有効）を選択します。 

SYN Flood検知・防御設定 SYN Floodを検知・防御設定の動作（無効/有効）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 －39－ 

5.5 ネットワークユーティリティ 

本機からの pingや arp等のコマンドを実行します。 

左のメニューリストから「システム管理」→「ネットワークユーティリティ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各コマンド欄に実行するコマンドを入力した後、〔実行〕ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

arp コマンドおよび route コマンドは、コマンド内容を指定できません。 

コマンドによっては応答に時間がかかる場合があります。応答があるまで他の WebGUI の操作はできません。 
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5.6 システムログ 

本機のシステムログを表示します。 

左のメニューリストから「システム管理」→「システムログ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

〔再読み込み〕ボタン システムログを更新します。 

〔消去〕ボタン 表示されているシステムログを消去します。 
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5.7 ファームウェアバージョンアップ 

本機のファームウェアバージョンアップを行います。 

左のメニューリストから「システム管理」→「ファームウェアバージョンアップ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

現在のバージョン 動作中のファームウェアバージョンを表示します。 

ファイル選択 〔ファイルを選択〕ボタンをクリックすると、ファイルが選択できます。 

〔手動バージョンアップ開始〕ボタン 選択したファームウェアを本機へ反映します。※1 

 

 

 

【手順】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：ボタンをクリックした直後より、反映作業と再起動が実施されます。 

バージョンアップ中、再起動中に本機の電源を切ったり、ケーブルを抜いたりしないで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

〔ファイルを選択〕ボタンをクリック 

対象ファイルをクリック 

④ 

① 

〔開く〕ボタンをクリック ③ 

〔手動バージョンアップ開始〕ボタンをクリック 

バージョンアップ開始 

再起動開始 
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5.8 設定保存・読み込み・初期化 

本機の設定をファイルに保存する、ファイルから設定を読み込む、設定を工場出荷値に戻すことができます。 

左のメニューリストから「システム管理」→「設定保存・読み込み・初期化」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

設定をファイルに保存 〔保存〕ボタンをクリックすると、本機に設定されている情報を設定ファイルと

して保存、取得することができます。 

設定をファイルから読み込む 〔ファイルを選択〕ボタンをクリックすると、任意の場所に保管している設定フ

ァイルを本機上にセットすることができます。 

設定ファイルをセットした後に、〔読込〕ボタンをクリックすると、設定ファイル

の内容を反映することができます。※1 

設定を工場出荷値に戻す 〔実行〕ボタンをクリックすると、本機の設定が全て工場出荷値に戻ります。

※2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：〔読込〕ボタンをクリックした直後より、反映作業と再起動が実施されます。 

※2：〔実行〕ボタンをクリックした直後より、初期化作業と再起動が実施されます。 
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5.9 ユーザー・パスワード設定 

本機のWebGUIへログインする際のユーザー名とパスワードを設定します。 

左のメニューリストから「システム管理」→「ユーザー・パスワード設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

新しいユーザー名 新しいユーザー名を入力します。 

新しいパスワード 新しいパスワードを入力します。 

新しいパスワード（再入力） 新しいパスワードで入力した同一内容を入力します。 

〔設定変更〕ボタン ボタンをクリックすると、即時変更内容が反映されます。 
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6 再起動とログアウト 

本機の再起動とログアウトを行います。 

⚫ 再起動 

左のメニューリストから「再起動」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

〔再起動〕ボタン ボタンをクリックすると即時、本機の再起動が開始します。 

 

 

 

⚫ ログアウト 

左のメニューリストから「ログアウト」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目 内容 

〔ログアウト〕ボタン ボタンをクリックすると本機のWebGUIからログアウトします。 
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7 付録 

7.1 設定例 - VLAN設定（同一ネットワーク帯のケース） 

◼ ユースケース・利用条件 

・ 営業部署と経理部署との間の通信を遮断すること 

・ 各部署内の通信は許可すること 

・ 両部署ともネットワーク帯は 192.168.150.0/24 とすること 

・ 両部署の IPアドレスは FGN1300の DHCPサーバーより配布すること 

・ 両部署ともにインターネットへ通信ができること 

・ 接続ポートは営業部署が LAN1 と 2を使用し、経理部署が LAN3 と 4を使用すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 設定値 

 

対象部署 LANポート VID VLAN IPグループ グループ IP アドレス 

営業部署 LAN1 100 グループ 0 192.168.150.0/24 

LAN2 

経理部署 LAN3 200 

LAN4 

 

 

営業部署 経理部署 

VID 100 

FGN1300 

インターネット 

VLAN IP グループ 0 

192.168.150.0/24 

VID 200 

VLAN IP グループ 0 

192.168.150.0/24 

図 1 

通信不可 

通信可 通信可 
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◼ 設定内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① VLANを有効するにチェックを入れる 

② LAN1・2 インタフェースの VLANIDに 100を入力し、グループ 0を選択する 

③ LAN3・4 インタフェースの VLANIDに 200を入力し、グループ 0を選択する 

④ 〔適用〕ボタンをクリックし、再起動後に設定が反映したら完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 
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7.2 設定例 – VLAN設定（異なるネットワーク帯のケース） 

◼ ユースケース・利用条件 

・ 営業部署と経理部署との間の通信を遮断すること 

・ 各部署内の通信は許可すること 

・ ネットワーク帯は営業部署が 192.168.10.0/24、経理部署が 192.168.20.0/24 とすること 

・ 両部署の IPアドレスは FGN1300の DHCPサーバーより配布すること 

・ 両部署ともにインターネットへ通信ができること 

・ 接続ポートは営業部署が LAN1 と 2を使用し、経理部署が LAN3 と 4を使用すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 設定値 

 

対象部署 LANポート VID VLAN IPグループ グループ IP アドレス 

営業部署 LAN1 10 グループ 0 192.168.10.0/24 

LAN2 

経理部署 LAN3 20 グループ 1 192.168.20.0/24 

LAN4 

 

 

 

 

 

 

 

営業部署 経理部署 

VID 10 

FGN1300 

インターネット 

VLAN IP グループ 0 

192.168.10.0/24 

VID 20 

VLAN IP グループ 1 

192.168.20.0/24 

図 2 
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◼ 設定内容 

 

① VLANを有効するにチェックを入れる 

② LAN1・2 インタフェースの VLANIDに 10を入力する 

③ LAN3・4 インタフェースの VLANIDに 20を入力する 

④ グループ 0の〔LAN設定〕ボタンをクリックする 

④-(1) IP アドレス（192.168.10.1）、DHCP 付与 IP アドレス範囲（192.168.10.30-254）を設定し、〔設定保存〕

ボタンをクリックする 

⑤ グループ 1の VLAN IPにチェックを入れ、〔IP設定〕のボタンをクリックする 

⑤-(1) IP アドレス（192.168.20.1）、DHCP 付与 IP アドレス範囲（192.168.20.30-254）を設定し、〔設定保存〕

ボタンをクリックする 

 

⑥ LAN3 と 4の VLAN IPグループにグループ 1

を選択する 

⑦ 〔適用〕ボタンをクリックし、再起動後に設定

が反映したら完了 

※設定完了後は、設定 PCの IPアドレスを変更し

た IPアドレス帯に合わせる必要があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

④-(1) 

⑤ 

⑤-(1) 

⑥ 

⑦ 
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7.3 工場出荷値一覧 

項目 初期値 

ログインユーザー名 admin 

ログインパスワード admin 

LAN 設定 

IP アドレス 192.168.150.1 

サブネットマスク 255.255.255.0 

DHCP サーバー機能 有効 

付与 IP アドレス範囲 
先頭：192.168.150.30 

終了：192.168.150.209 

リース期限 240 分 

WAN 設定 

IPv4 接続モード DHCP クライアント 

IPv6 接続モード V6 コネクト 

システム管理 

システムモニタ 無効 

NTP クライアント 無効 

DoS検知・防御設定 無効 

 

 

 

 

 

7.4  制限値一覧 

項目 入力・登録制限値 

ログインユーザー名 16 文字 

ログインパスワード 32 文字 

LAN 設定 

DHCP 固定 IP アドレス 20 件 

ファイアウォール 

MAC フィルタリング 20 件 

URL フィルタリング 20 件 

ルーター宛フィルタリング 100 件 

ルーター通過フィルタリング 100 件 

ポートマッピング 200 件 
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7.5 製品仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ 項目 概要 備考 

ハードウェア CPU 1.3GHz  

 RAM 512MB DDR3  

 ROM 128MB  

 ボタン 電源スイッチ  

  リセットボタン  

 LED (電源） 緑色 

  W1（WAN） 緑色 

  L1～L4（LAN1～4） 緑色 

  S1～S3（STATUS1～3） 緑色 

 イーサネット:LAN 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T RJ-45 ×4  

 イーサネット:WAN 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T RJ-45 ×1  

 電源 DC12V/2A(50/60Hz)  

  Power over Ethernet (IEEE802.3af/at準拠)  

 外形寸法 約 167（W）×  117（H）×30（D）mm 突起部除く 

 質量 約 250g 製品本体のみ 

 消費電力 最大：約 5.0W  

 動作環境 温度：-10～45℃、湿度 5～90％  結露なきこと 

 保存環境 温度：-20～70℃、湿度 5～95％  結露なきこと 

有線 LAN 対応規格 IEEE802.3i (10BASE-T)  

  IEEE802.3u (100BASE-TX)  

  IEEE802.3ab (1000BASE-T)  

  IEEE802.3af (Power over Ethernet)   

 インタフェース RJ-45ポート × 5  

 伝送速度 
10/100/1000Mbps 

（オートネゴシエーション、オート MDI/MDI-X) 
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単位：mm 

 

 

 

7.6 筐体寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ 項目 概要 備考 

ソフトウェア WAN回線 IPv4 IPアドレス固定（手動設定）  

  IPv4 DHCP クライアント  

  IPv4 PPPoE クライアント  

  v6 コネクト（IPv4 over IPv6接続）※1  

 アドレス変換 NAPT（IPマスカレード）、ヘアピン NAT  

 IPv4 ファイアウォール MACフィルタリング  

  URLフィルタリング  

  パケットフィルタリング  

  ポートマッピング  

 IPv6 ファイアウォール IPv6 SPI (Stateful Packet Inspection) 常に有効 

 LAN基本機能 IPアドレス固定付与設定  

  DHCPサーバー（有効/無効）  

 VLAN機能 
ポートベース VLAN、マルチプル VLAN、 

タグ VLAN（IEEE802.1Q） 
 

 ログ機能 システムログ  

 コンフィグ管理 保存/リストア  

 設定 UI WebGUI  

ラベル 底面パネル 

型番、販売元、認証ロゴ 

（JATE、VCCI class-A） 

シリアル番号、LAN MACアドレス 

（各バーコード） 

 

167.00 

30
.00

 

117.00 

※1:以下の IPv6通信を利用したサービスについては動作保証しておりません。 

・IPv6マルチキャスト通信を利用した通信サービス 

・本製品の上位側からの IPv6アドレスの払い出しが DHCPv6-PD を利用した通信サービス 
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7.7 トラブルシューティング／Q&A集 

Q．電源が入らない。（本機の電源スイッチを ONにしても電源 LEDが点灯しない） 

１．電源アダプタと電源コードが正しく接続されているか確認してください。 

２．本機と電源プラグが正しく接続されているか確認してください。 

３．PoE給電を行っている場合、WANポートに LANケーブル（RJ45）が正しく接続されているか確認してください。 

 

Q．本機のWebGUIにアクセスできない。 

１．接続端末（PC等）と本機の LANポートが、LANケーブル（RJ45）で正しく接続されているか確認してください。 

２．接続端末（PC等）が接続する本機の LANの LEDが点灯しているか確認してください。 

３．接続端末（PC等）の LAN設定の IPアドレスが自動取得になっているか確認して下さい。 

４．接続端末（PC等）の IPアドレスを固定設定にしている場合、ルーターの IPアドレスと重複していないか確認して 

  ください。 

 

Q．本機を介して、インターネットへ接続できない。 

１．WANの IPアドレスが正しく取得されているか確認してください。 

２．接続端末（PC等）の LANの IPアドレスが自動取得になっているか確認してください。 

３．接続端末（PC等）がルーターから配布される IPアドレスを正しく取得しているか確認してください。 

４．接続端末（PC等）のデフォルトゲートウェイ、DNSが正しく取得、設定されているか確認してください。 

５．接続端末（PC等）の IPアドレスを固定設定にしている場合、ルーターのネットワーク帯と同じ値になっているか 

  確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書の内容は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。 

 

株式会社ファイバーゲート 

【URL】 https://www.fibergate.co.jp/ 


